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年報 4 号発刊にあたり 

 

新型コロナウイルス感染症は、2023 年 5 月 8 日から「感染症の予防及び感染症の患者に

対する医療に関する法律」上の新型インフルエンザ等感染症から、5 類感染症に変更され、

季節性インフルエンザと同等の扱いとなりました。また、5類感染症への移行に伴い「学校

保健安全法施行規則」の一部が改正され、「学校において予防すべき感染症」の第 2種（児

童生徒等の罹患が多く、学校において流行を広げる可能性が高い感染症）に位置付けられて

出席停止期間の基準が「発症した後 5日を経過し、かつ、症状が軽快した後 1日を経過する

まで」になりました。さらに、学校における衛生管理マニュアルが改定され、基本的な感染

症対策が見直されました。 

コロナ禍で地域連携・SL（サービスラーニング）活動件数は減少しましたが、2022 年度

後半から、とりわけ 2023 年度 5月以降においては各自治体様、各企業様等からの連携事案

や SL 案件の相談や依頼が徐々に増加しコロナ禍以前の活動状況に戻ってきました。 

名古屋学芸大学では各学部の特徴と専門性を背景に、自治体や企業等との共同プロジェ

クトが数多く展開されています。このような連携活動は、学生にとって貴重な経験の場であ

り、成長する機会です。高等学校での 3年間、コロナ禍で様々な制約を受けながらもたくま

しく乗り越えてきた新入生には本来の学びに加え連携活動でも大きく成長していってほし

いと願っています。学生は活動の中で専門のスキルを活かし、学部・学科・専攻を超えたメ

ンバーと協働します。プロジェクトに参加した学生は、考える力、チームで挑戦する力、リ

ーダーシップなどのスキルも高めます。 

本機構は「地域連携を教育や研究と結び付け相乗効果を図る体制の促進」を 2023 年度の

課題に掲げ 11 の事業計画を策定しました（P.2 資料参照）。そのうち、Web、LINE 等で大学

内外に情報発信する事業は学生、教職員の活動や活躍を、適時に、効果的に学内外に発信す

ることを目標にしています。現在、本機構 WebSite をリニューアルし、公式 LINE ないし公

式 Instagram の開設を準備しています。 

2022 年度、本学は文部科学省が実施する「令和 3 年度私立大学等改革総合支援事業」に

おいて、タイプ 3「地域社会への貢献」（地域連携型）に採択されました。この事業におけ

るタイプ 3「地域社会への貢献」（地域連携型）とは、地域と連携した教育課程の編成や地

域の課題解決に向けた研究の推進など、地域の経済・社会、雇用、文化の発展に寄与する取

組を支援するもので、地域連携体制の構築、自治体や産業界等と連携した研究（産官学協同

研究センターほか）、公開講座の実施、地域の就業者向けプログラムの実施（管理栄養学部、

栄養科学研究科ほか）、ボランティア活動に関する取組（SL センター）、地域貢献活動や学

生の教育実践の場の設置（子どもケアセンターほか）、寄附講座の開設（栄養科学研究科）、

自治体等の要望による講師派遣、自治体等と連携した社会人対象の地域防災等に係るプロ

グラム（防災人材育成プログラム）の実施、社会人対象の地域経済活性化に係るプログラム

（栄養科学研究科）の取組などが評価されました。 

本機構は健康・栄養研究所、産官学協同研究センター、子どもケアセンター、SL センタ

ーそして各研究科、各学部、各学科、各研究室が行う地域連携、社会貢献活動の情報を収集
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し、それらを「つなぐ」、「むすぶ」、「ひろげる」役割を担っています。教職員や学生の活動

を支援し、活躍を紹介し、地域連携活動や SL活動に参画する意欲を高め、機会を提供して

参ります。引き続き、地域の自治体、企業、団体の皆様とも、連携、研究、ひとづくり、も

のづくり等を協働し、地域課題や生活者の課題を一緒に解決してまいります。 

 

2023 年 7 月 26 日 

地域連携推進研究機構長 

サービスラーニングセンター長 

岸  本   満 

資料 

2023 年度 地域連携推進研究機構 課題 

「地域連携を 教育や研究と結び付け 相乗効果を図る体制の促進」 

2023 年度 地域連携推進研究機構 事業 

1. Web、LINE 等による⼤学内外への情報提供と広報活動 

2. ⼤学主催⼜は共催の社会貢献活動（公開講座、防災⼈材育成プログラムほか） 

3. ⽇進市との連携活動（⼤学連携講座開講、こども⼤学にっしん開講ほか） 

4. 連携協定先、⾃治体、企業、他⼤学、⾼等学校等との連携 

5. ⾃治体、企業等との協定締結に向けた実績づくりの推進と各部署との協働 

6. 産官学協同研究センターとの情報共有、相互⽀援 

7. 学⽣提案型地域連携プロジェクト事業の検討 

8. 連携 PJ、SL に取り組む学⽣数の増加と啓発 

9. SLC 運営とイベント 

10. 機構業務効率化 / 運営委員会 / WG 活動 

11. 地域連携活動 DB 構築 / 年報発⾏ / 私⽴⼤学等改⾰総合⽀援事業 
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Ⅰ．地域連携推進研究機構 

 

1．機構の役割 

地域連携推進研究機構は、本学の地域連携推進の基本方針等を定め、施策を推進する

ための全学組織として、2019 年 4月に設置されました。 

全学組織としての機構の役割は、自治体、産業界、教育研究機関、NPO 等の団体、そ

の他地域社会と大学・教職員・学生を「つなぐ・むすぶ・ひろげる」ことであり、次の

図 1に示すような大学の地域連携活動の総合窓口となるものです。その業務は、１）地

域連携推進に係る方針の策定に関すること、２）地域連携研究の実施、社会実装の推進

及びその支援に関すること、３）サービスラーニングセンターの運営に関すること、４）

地域連携、地域貢献活動及び関連する教育・研究成果の広報に関すること、５）公開講

座の実施・運営に関すること、６）その他全学的な地域連携推進に関することです。 

 

図１ 地域連携活動の総合窓口 

 

2．運営委員会 

地域連携推進研究機構の重要事項を審議するため運営委員会を 6回（隔月）で開催し

ました。2022 年度に各運営委員会で議論された主要な議題を以下に示します。 

（委員名簿は巻末に掲載） 

 

 第 1回 （2022 年 5月 12 日）於 レ･アール会議室 

1. 名古屋学芸大学公開講座開催ついて 

2. 2022 年度日進市大学連携講座の開催計画について 
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3. 連携・SL活動の学内外への情報発信について 

 第 2回 （2022 年 5月 19 日）メール会議 

1. ㈱芋銀との産学連携プロジェクトの開始と WG（部会）の編成ついて 

 第 3回 （2022 年 7月 7日）於 レ･アール会議室 

1. 日赤愛知県支部との災害時食事支援ｷｯﾁﾝｶｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのメンバー募集 

2. ㈱芋銀との産学連携プロジェクトの開始と WG（部会）の編成ついて 

3. 東白川村との連携プロジェクトについて 

4. 連携・SL活動の学内外への情報発信について（継続審議） 

5. 100 万円以上の来年度予算申請について 

第 4回 （2022 年 9月 1日）於 レ･アール会議室 

1. 地域連携推進に係る方針の策定について 

第 5回 （2022 年 11 月 10 日）於 レ･アール会議室 

1. 食育教材開発プロジェクト部会（WG）活動継続について 

2. （一社）ﾋｶﾞｼﾐﾉ団地が行う「ﾄﾗｲｱﾙﾋﾞﾚｯｼﾞ」の情報提供について 

3. 名古屋製酪㈱（ｽｼﾞｬｰﾀめいらく）との共同研究プロジェクトについて 

4. 来年度名古屋学芸大学公開講座開催について 

 第 6回 （2023 年 1月 12 日）メール会議 

1． 南相馬市 SL：「食と環境を考えるプロジェクト」の実施について 

  第 7回 （2023 年 3月 1日）於 レ･アール会議室 

1． 「地域連携カード」作成、提出及び DB作成の効率化について 

2． 2023 年度日進市大学連携講座の開催計画について 

3． 2023 年度日進市連携講座「子ども大学にっしん」開催計画について 

 

3．部会（ワーキンググループ：WG）活動 

（1）食育教材開発 WG 

地域連携推進研究機構規程第 13 条に定める運営委員会の「部会」であるワーキング

グループは、4学部を繋ぎ、各学部の特色や専門性を地域連携活動に反映させることを

目標に、機構と運営委員会から付託された課題について調査、研究し、問題解決策の提

案等を行うとともにそれらに基づく計画の企画・推進に携わります。 

2021 年度、管理栄養学部、ヒューマンケア学部、メディア造形学部の教職員と学生が

参画するプロジェクト「地域ニーズに即した食育教材の開発」と「開発教材の教育実践」

がスタートしました。2022 年度は、①愛知の米と米料理の文化を学ぶ教材、②腸内細菌

と食べ物で腸内フローラを整えることを学ぶ教材、③バランスの良い食生活について学

ぶ教材（ターベルの研究所）の３つの食育教材を開発、2022 年 6月 18 日・19日に愛知

県で開催された第 17回食育推進全国大会で発表しました。開発した３つの教材は、「食

育教材で楽しく学ぶコンテンツ＜食育教材のお披露目＞コーナー」で展示、来場者に学

びを体験していただきました。（WGメンバーは巻末に掲載） 

https://www.nuas.ac.jp/profile/news/2022/220708.html 
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第 17 回 食育推進全国大会 in Aichi で食育教材を発表した学生たち 

（2022 年 6月 18 日・19日） 

 

（2）㈱芋銀との産学連携プロジェクト WG 

2022 年度 11 月、㈱芋銀より連携協力を求められ課題解決型プロジェクトが企画され

活動がスタートしました。管理栄養学部、ヒューマンケア学部、メディア造形学部、看

護学部の四学部の教職員 8 名でワーキンググループを編成し、研究・開発、人材育成、

SDGs 等に関連したプロジェクトを立案し、2023年度に向けて活動を開始しました。 

（WG メンバーは巻末に掲載） 

 2023 年 4 月 1 日、株式会社芋銀と名古屋学芸大学地域連携推進研究機構は、新しい

価値を創造、実行しフルーツの摂取と消費の拡大を目指す諸活動において、①フルーツ

の摂取と消費拡大に関する企画実施に関すること、②教育、人材育成に関すること、③

各種の学術的研究に関すること、④その他協議して定める事項について連携、協力する

ため「産学連携に関する協定書」を締結しました。 

 

（3）キッチンカープロジェクト WG 

 日本赤十字社愛知県支部と名古屋学芸大学は、連携協力協定に基づき、2021 年 10 月

「災害時の食の支援のためのキッチンカーの活用」において覚書を締結しました。日本

赤十字社愛知県支部が実施する災害時の避難所の設置に係る要配慮者に対する支援事

業において、キッチンカーを活用して高齢者、母子、慢性疾患者等要配慮者への食事支

援を効果的に実施するため名古屋屋学芸大学と共同プロジェクトを行うというもので

す。 

2022 年 4月には「共同研究契約書」が交わされ、プロジェクトが本格スタートしまし

た。（P.6 表参照） 
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表：キッチンカープロジェクトのテーマ・目的・内容・分担者 

研究題目 災害時の食の支援のためのキッチンカーの活用に関する研究 

研究目的 

日本赤十字社愛知県支部が実施する、災害時の避難所の設置に係る要配慮者に

対する支援事業において、キッチンカーを活用した高齢者、母子、慢性疾患者

等要配慮者への食事支援の効果的な実施方策の検討 

研究内容 
(１)HACCP の考え方を取り入れた衛生管理の実施 

(２)災害時の炊き出しメニュー（支援対象者ごと）の作成 

研究分担 

（研究担

当者及び

その役割） 

氏 名 所属部局等・職名 本研究における役割 

岸本満 

管理栄養学部・教授 

地域連携推進研究機構・

機構長 

食品安全衛生管理（FSMS）マニュアル

等の制作および、計画（P）・実施

（D）、評価（C）、更新（A）活動 

塚原丘美 管理栄養学部・教授 メニュー及びレシピの作成・試作・提案 

日暮陽子 管理栄養学部・准教授 メニュー及びレシピの作成・試作・提案 

青山桃子 管理栄養学部・助手 メニュー及びレシピの作成・試作・提案 

石原貴代 

ヒューマンケア学部・講師 

地域連携推進研究機構・ 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

甲の分担研究活動の進捗管理と乙との

連絡調整 

 

2022 年度は以下の活動を実施しました。  

 

①見学 

・第 1 回 2022 年 3月 17 日（木）(日本赤十字社愛知県支部) 

10：00～ 

参加者：教員：岸本・日暮・青山・石原 

客員研究員：今井・仙田（富士産業） 

学生：環境衛生学研究室：2名、Canteen：２名 

内 容：デジカメ、ムービーでキッチンカー設備等の撮影、調理道具などを入れる

ため設備の採寸。調理機器の配置と調理手順、操作、導線確認。 

・第２回 2022 年 4月 8日（金）（日本赤十字社愛知県支部）  

10：00～、10：30～、11：30～の 3部に分かれ見学 

参加者：教員：塚原・日暮・青山 

学生：環境衛生学研究室：6名、Canteen：18 名  

内 容：4月 23 日の試作打ち合わせ及び事前準備、キッチンカー内の清掃 

②試作 

・第１回 2022 年 4月 23 日（土）（日本赤十字社愛知県支部） 

参加者：日本赤十字社愛知県支部職員：工藤様・近藤様・稲垣様 

教員：岸本・日暮・青山・石原 

学生：環境衛生学研究室 2名（9:00～）同 2名（13:00～） 

Canteen 4 名が 9:45～、午後の部では１名が 13:45～試作 
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内 容：Canteen：調理器具の搬入・配置、調理準備・調理・盛り付け、試食、片付 

環境衛生学研究室：衛生管理マニュアルの検証、改善を目的にした衛生管

理活動、調理者の観察。(キッチンカー内に小型カメラ 3台を設置、動画記

録) 

献 立：午前：ポークカレーライス、コーンスープ 

午後：鶏のトマト煮、蒸し野菜サラダ、ご飯 

・第２回 2022 年 5月 29 日（日）（日本赤十字社愛知県支部） 

参加者：日本赤十字社愛知県支部職員：工藤様・近藤様・稲垣様・清水様 

    教員：岸本・日暮・青山・石原 

    学生：環境衛生学研究室：４名 Canteen：３名 9：45～ 

内 容：Canteen：調理前打ち合わせ・車内清掃、準備、衛生管理マニュアルに沿っ

た調理、試食 

    環境衛生学研究室：衛生管理マニュアルの検証、改善を目的にした衛生管

理活動、調理者の観察 

献 立：豚の生姜焼き、けんちん汁、ご飯 

・第３回 2022 年 7月 2日（土）（日本赤十字社愛知県支部） 

参加者：日本赤十字社愛知県支部職員：工藤様・近藤様 

    教員：岸本・日暮・青山 

    学生：環境衛生学研究室 4名(午前 2名、午後 2名)、 

    Canteen 7 名(午前：4名、午後 3名) 

    客員研究員：今井・仙田（富士産業） 

    名古屋大学：大学院情報学研究科 枝廣先生 

内 容：Canteen：調理器具の搬入・配置、調理準備・調理・盛り付け、試食、片付け 

    環境衛生学研究室：衛生管理マニュアルの検証、改善を目的にした衛生管

理活動、調理者との共有、調理活動の観察。(キッチンカー内に小型カメラ

3台を設置、動画記録、アンケート回収)  

献 立：午前：キンパ丼、韓国風サラダ 

    午後：鮭と枝豆・しらす干しと枝豆のおにぎり、高野豆腐の煮物、きのこ

とわかめのみそ汁 

・第 4 回 2022 年 7月 31 日（土）（日本赤十字社愛知県支部） 

 参加者：日本赤十字社愛知県支部：工藤様・稲垣様 

     教員：岸本・日暮・青山 

     学生：環境衛生学研究室：２名、Canteen:5 名 

内 容：Canteen：調理器具の搬入・配置、調理準備・調理・盛り付け、試食、片付け 

環境衛生学研究室：衛生管理マニュアルの検証、改善を目的にした衛生管

理活動、調理者との共有、調理活動の観察。(キッチンカー内に小型カメラ

3台を設置、動画記録、アンケート回収)  
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献 立：サツマイモと塩昆布の炊き込みご飯、小松菜としめじのたまごスープ、 

から揚げ、白身魚フライ、パイン入りヨーグルト 

・第５回 2022 年 8月 24 日（水）（日本赤十字社愛知県支部） 

 参加者：日本赤十字社愛知県支部職員の３０名の皆様 

教員：日暮・青山・石原 

学生：Canteen：5名 40 食試作 

内 容：Canteen：調理器具・食品の搬入・配置、調理準備・調理・盛り付け、試

食、片付け・アンケート回収。今回のメニューはアレルギー除去食でこれ

までで一番手間のかかる調理方法。昼休みまでに４０食の試作。 

献 立：ツナピーおかかご飯、ほうれん草とコーンのサラダ、すいとん（米粉）、

しば漬け(アレルギー対応食：卵・乳・小麦を除去) 

③プロジェクト中間報告会 2022 年 10 月 29 日（土）～30日（日）：合同祭 

・キッチンカー展示 10/29 土 10：00～16：00 6 号館前広場 

・キッチンカープロジェクトに関するパネル展示  

10/29 土 10：00～16：00、10/30 日 10：00～16：00 

・プロジェクト中間発表会 10/29 土 12:30～13:30 521 講義室 参加者 48名 

地域連携推進研究機構 機構長あいさつ（岸本満） 

日本赤十字社愛知県支部活動紹介(日本赤十字社愛知県支部 清水謙一様)  

キッチンカーを用いてのレシピ等の発表(Canteen 学生メンバー) 

衛生管理マニュアル等の発表(環境衛生学研究室 4年生) 

司会 SL センター(石原貴代) 

④今後の活動 

・衛生管理マニュアルのデジタル化（Web 制作、動画撮影等）を計画 

⑤研究成果の共有 

・「KITCHEN CAR RECIPE Vol.01」完成 A4 版 135 頁 2023 年 5月 31 日刊 

内 容：栄養について /キッチンカー調理の主な流れ / このレシピの使い方 / 

通常食：3食（朝食+昼食+夕食）組み合わせ例 / 要配慮者対応：3食

（朝食+昼食+夕食）組み合わせ例～腎不全対応食・糖尿病対応食～ / 要

配慮者対応：一品ごとの対応～アレルギー対応食・軟菜（咀嚼困難対応

食）・嚥下困難対応食～ / レシピ / レシピ集に寄せて 

 ・「キッチンカー衛生管理マニュアル」完成 A4 版 147 頁 2023 年 5 月 31 日刊 

内 容：HACCP の考え方を取り入れた衛生管理について /HACCP とは /  HACCP の

考え方を取り入れた衛生管理の構築 / 衛生管理計画 / 連携先・連絡先

一覧 / 管理体制 / 一般衛生管理 / 工程管理（HACCP） / 食物アレルギ

ー / 異物混入対策 / マニュアル記録文書類 / 知っておきたい知識・食

品安全リンク集  
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4．共同研究 

2022 年 11 月名古屋製酪㈱（スジャータめいらく）様から共同研究の提案をいただ

き、共同研究課題①「商品開発」と研究課題②「コンセプトを活かした料理の提供」

について参画する教員、研究室、ゼミ等を募集しました。管理栄養学部およびメディ

ア造形学部（産官学協同研究センター）で共同研究プロジェクトへの参画が検討され

2023 年 4月 1日付で共同研究契約が交わされプロジェクトが本格スタートしました。

（以下の表参照） 

表：共同研究のテーマ・内容・研究分担者 

研究題目 カップ飲料「完全バランス栄養ドリンク TEBES」に関する研究 

研究内容 

TEBES の効果・効能の検証・評価、 

完全バランス栄養食の地場の食材を活用した献立研究、 

TEBES シリーズの今後の展開の研究 

研究分担 

 （研究担当者 

及びその役割） 

氏名 所属部局等・職名 研究内容 

福岡恩 名古屋学芸大学 

管理栄養学部講師 

TEBES の効果・効能の検証・評

価 

安達内美子 名古屋学芸大学 

管理栄養学部教授 

完全バランス栄養食の地場の食

材を活用した献立研究 

冨安由紀子 名古屋学芸大学 

メディア造形学部教

授 

TEBES シリーズの今後の展開の

研究 

杉山泰久 名古屋製酪株式会社  

PDM 

研究内容すべてを担当 

 

５．地域連携データベースの構築 

各部署や教職員の地域連携活動は地域連携カード（Excel）に記入したものを集計し

てきましたが、Google フォームを用いた「地域連携活動データ」システムを構築しまし

た。入力されたデータは自動集計され、自動で活動種別ごとに帳票が作成されます。2023

年 6 月より運用を開始し、2022 年度の地域連携活動について全教職員に入力を依頼し

ました。各自が入力したデータは各自で編集や修正ができる仕様としました。併せて、

2023 年度の活動案件も報告いただけるように、2023 年度用の Google フォームも作成し

たので随時入力が可能になりました。 

→Ｐ44～75「Ⅲ.2022 年度地域連携活動データ」参照 

 

６．大学公開講座開催 

 対面及びＺＯＯＭウェビナーを併用して開催しました。前期公開講座（2022 年 7 月

30 日開催）はメディア造形学部デザイン学科の小林克司教授が担当、講座テーマは、

「デザインの発想と表現について～事例からさぐるグラフィックデザインの面白さ～」

でした（P.10 上段写真）。後期公開講座（2022 年 12 月 17 日開催）は、管理栄養学部管

理栄養学科の間崎剛講師が担当、講座テーマは、「遺伝子組換え作物ってなに？」でし
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た。後期公開講座は名古屋市と共催で開催しました。（P.10 下段写真） 

 https://www.nuas.ac.jp/profile/news/2022/220902.html 

 https://www.nuas.ac.jp/profile/news/2022/221223_02.html 
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７．日進市共催大学連携講座開催 

 日進市教育委員会生涯学習課と連携し、日進市生涯学習情報誌及び、日進市公式ホー

ムページ等で参加者を募り、2022 年 10 月～2023 年 3 月、4 学部 11 名の教員による講

座が計 11 回開講されました。テーマ、内容によって開講方法が異なり、日進市の施設

で対面で実施した講座、大学から ZOOM で配信した講座がありました。 

 https://www.nuas.ac.jp/profile/research-collaboration/renkei.html 

 

開催日時、開講方法、講師氏名、テーマは以下のとおりです。 

・第 1回：2022 年 10 月 8日（土）10時～11時 30 分 ／ 対面：日進市民会館小ホール 

 ヒューマンケア学部子どもケア学科幼児保育専攻 岡田暁子准教授 

 テーマ：「ピアノの発展とベートーヴェンのピアノ・ソナタの深い関係」（P.12 写真） 

・第 2回：2022 年 10 月 22 日（土）13時 30 分～15時 ／ ZOOM 配信 

看護学部看護学科 石田路子名誉教授 

 テーマ：「“孤立”しない“孤独”の覚悟～人生 100 年時代の備えとは？～」 

・第 3回：2022 年 10 月 28 日（金）13時 30 分～15時 ／ 対面：日進市民会館 

 ヒューマンケア学部子どもケア学科子どもケア専攻 浅野妙子名誉教授 

 テーマ：「新型コロナ時代の新たな口腔ケア・ブラッシング方法」（P.13 上段写真） 

・第 4回：2022 年 11 月 8日（火）10時～11時 30 分 ／ 対面：日進市民会館 

 管理栄養学部管理栄養学科 安友裕子講師 

 テーマ：「座ってできる運動で、毎日体力アップ！」（P.13 下段写真） 

・第 5回：2022 年 11 月 14 日（月）10時～11時 30 分 ／ ZOOM 配信 

メディア造形学部デザイン学科 関義幸助教 

 テーマ：「陶磁器概論-自宅でやってみる陶磁器-」 

・第 6回：2023 年 2月 14 日（火）10時～11時 30 分 ／ 対面：日進市民会館 

 管理栄養学部管理栄養学科 伊藤勇貴講師 

 テーマ：「食の安全・安心を考えましょう－食品添加物と健康食品について－」（P.14 

上段写真） 

・第 7回：2023 年 2月 17 日（金）10時～11時 30 分 ／ ZOOM 配信 

 管理栄養学部管理栄養学科 松下英二講師 

 テーマ：「聞くだけでなく伝えていこう、健康長寿の話」 

・第 8回： 2023 年 2月 21 日（火）10時 30 分～12時 / 対面：日進市民会館 

 メディア造形学部ファッション造形学科 鷲津かの子講師 

 テーマ：「見える色、感じる色－色の効果と私たちの暮らし－」（P.14 下段写真） 
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・第 9回： 2023 年 2月 22 日（水）10時 30 分～12時 / 対面：日進市民会館 

 メディア造形学部映像メディア学科 草野圭一准教授 

 テーマ：「障がい特性から“できること”の発見へ」（P.15 上段写真） 

・第 10回： 2023 年 3月 7日（火）10時～11時 30 分 / 対面：日進市民会館 

 看護学部看護学科 神谷智子講師 

 テーマ：「笑顔をつくって健康に！」（P.15 下段写真） 

・第 11回：2023 年 3月 11 日（土）10時～11時 30 分 ／ ZOOM 配信 

 看護学部看護学科 穴井美恵教授 

 テーマ：「オーラルフレイルを予防しましょう！～一に健口、二に健康、三四がなく

て五に健幸！！～」 

 

 

第 1回講座 岡田暁子 准教授 
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第 3回講座 浅野妙子 名誉教授 

 

 

第 4回講座 安友裕子 講師 
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第 6回講座 伊藤勇貴 講師 

 

 

第 8回講座 鷲津かの子 講師 
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第 9回講座 草野圭一 准教授 

 

 

第 10 回講座 神谷智子 講師 

 



 16 

Ⅱ．サービスラーニング(SL)センター 

1．活動概要(2022 年 4 月～2023 年 3 月) 

(1)SL センターHP掲載活動 
 2022 年 

5 月 28 日 '22 春の藤前干潟クリーン大作戦！！ 

5月 28 日  2022 年度防災人材育成プログラム①災害エスノグラフィー 

5月 29 日  やろまいか！愛・地クリーン作戦 

6月 4日  中日青葉学園 ボランティア説明会 

6月 11 日 中日青葉学園 ふれあい体験 

6月 12 日 日進絆子ども食堂 調理ボランティア 

7月 2日 中日青葉学園 

7月 9日 2022 年度防災人材育成プログラム②大規模災害後の様子を知る 

7月 10 日 中日青葉学園で子どもたちの救急法受講のお手伝い 

7月 10 日 日進絆子ども食堂 調理ボランティア 

7月 11 日 2022 年度みなみそうま SL説明会 

8月 20 日 こども向けイベントのイベントスタッフ（日進絆子ども食堂） 

8月 20・27 日 スペシャルオリンピックス コーチクリニック 

8月 25 日 秋のメニューのレンチンレシピ 

8月 27 日 竹の山ふれあい夏祭り 

9月 7～11 日 あいち国際女性映画祭 2022 映画祭ボランティア 

9月 17 日 2022 年度防災人材育成プログラム③DIG 

9 月 26 日 中日青葉学園 ボランティア説明会 

10 月 9日 日進絆子ども食堂 調理ボランティア 

10 月 22 日 '22 秋の藤前干潟クリーン大作戦！！ 

10 月 29 日 中日青葉学園 青葉まつりボランティア 

10 月 30 日 やろまいか！愛・地クリーン作戦 

11 月 23 日 にっしん環境市民討議会 2022 

11 月 26 日 2022 年度防災人材育成プログラム④赤十字救急法短期講習 

12 月 3日 12 月は中日青葉学園ボランティアに参加しよう！！ 

12 月 4日 スペシャルオリンピックス愛知 みんなでダンス 

12 月 4日 やろまいか！愛・地クリーン作戦 

 2023 年 

2 月 18 日 防災人材育成プログラム⑤赤十字幼児安全法短期講習 

2月 24～27 日 みなみそうま SL 

3 月 11 日 防災人材育成プログラム⑥災害時高齢者支援講習(赤十字) 

   

(2)長期活動・協定活動・学生要望活動 

 2022 年 

4 月 1日～ 名古屋市トワイライトルーム 

4月 1日～ 令和 4年度「土曜学習いきいきサポーター」 

7月 2日 日進市にぎわい交流館 にっしんわいわいフェスティバル 

8月 2日～ 長久手市児童発達支援センターこぐまっこ 療育補助 

9月 11 日 中日青葉学園 収穫体験＆BBQ 招待 

9月 18 日 にっしん夢まつり 

9月 26 日～ 中日青葉学園 ボランティア 

10 月 22・23 日 ぼうさいこくたい 2022 in 神戸  
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2．SL センターの目的 

本学は「人間教育と実学」の建学の精神に基づき、「人と心」をテーマに、人間のた

めに「知と美と健康を創造」していくことを基本理念としています。学生が社会の要請

に対応した社会貢献活動（ボランティア活動）に主体的に参画し、体験的学習を通じて

人と交わり心を通わせ、成長することを支援します。 

ボランティア活動を通じて、学びを得るという趣旨で、ボランティアセンターではな

く、サービスラーニングセンター(SL センター)と名付けられました。 

 

3．学生の SL 登録・参加概要 

(1)SL 登録状況 

 2022 年度の SL(ボランティア)登録状況を表 1 に示します。在籍者数(3,169 名)

に対し、登録学生数は 441 名(14％)でした。(表 1) 

学科別 SL登録者割合を図 1に示します。 

 
 

図 1 学科別 SL登録者割合 

 

 

2020 年度から 2022 年度における新規登録者数を表 2に示します。該当年度に登録し

た学生が各学年に何名いたかを表しており、2020 年度は新型コロナウイルス感染症の

影響でボランティア要請が少なかったため、2021 年度には 2年次、3年次になってから

新規に登録する学生もみられました。2022 年度はボランティア要請も少しずつ戻り、

登録者数も増加しました。 

 

 

  

管理栄養学科 64%

子どもケア学科 30%

映像メディア学科 4%

デザイン学科 2%

ファッション造形学科 0% 看護学科 0.5%
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表 1 2022 年度 SL 登録状況 

 
※在籍者数は、収容定員・入学者・在籍者一覧等(2022 年 5月 1日現在)より引用 

https://www.nuas.ac.jp/download/2022/2022zaigakusu.pdf 
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表 2 ボランティア新規登録者数（2020〜2022 年度） 

 
 

 

(2)SL 参加状況 

 2020 年度から 2022 年度の SL参加者数を表 3に示します。 

管理栄養学部、ヒューマンケア学部の学生の参加が多数を占めました。 

2020 年度はボランティア要請が少なかったことから、2021 年度には増加し、2022 年

度には新型コロナウイルス感染症感染拡大前の参加状況より参加者数が大きく伸びま

した。これまで、参加できなかった 2・3年生に加え、1年生の参加が目立ちました。 
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表 3 年度別活動状況（2020〜2022 年度） 

 

 

 

4．ボランティア要請及び派遣件数 

2020 年度から 2022 年度のボランティア要請件数と派遣件数を表 4に示します。 

2020 年度は 18件だった要請件数も新型コロナウイルス感染症の感染状況の落ち着

きに伴い、2021 年度と 2022 年度は要請数が増え、感染拡大以前の要請数(2019 年度

65件)に近い数字に戻りました。 

 学生個々に感染予防対策を徹底する指導を行い、2022 年度は 29件派遣することが

できました。 
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表 4 ボランティア要請および派遣件数（2020〜2022 年度） 

 

 

表 4に示す 1～4群の群別割合を図 2に示します。 

(1 群：市町・官公庁、2群：協定機関・公益法人・社会福祉法人、3群：NPO・NGO、4群：

企業・大学・一般・その他) 

 

図 2 群別ボランティア要請件数の割合 

 

 

要請件数に対する派遣件数の割合は、新型コロナウイルス感染症感染拡大時の 2020

年度では 28％でしたが、2022 年度には 48％と新型コロナウイルス感染症感染拡大以前

(2019 年度 40％)よりも大きくなりました。 

要請先においては感染対策を実施し参加しやすい環境を整えたこと、感染対策が徹底
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されたことで、学生が安心して参加できる環境が整えられました。 

一方で、要請数の約半数は学生を派遣することはできませんでした。学生は所属の学

部・学科の学びに沿ったボランティアを希望する場合が多いので、専門性や学びを活用

できる事案をできるだけ収集したいと考えています。また、要請先様にはテスト期間や

帰省時期には学生が希望し難いので要請に応えられないことがあるため、ご依頼いただ

く際には 3か月ほどの余裕をもって要請頂くことをお願いしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年度                2021 年度                2022 年度 

 

図 3 ボランティア要請件数に対する学生派遣件数の割合  

 

 

5．ボランティア派遣実績 

2020 年度、2021 年度、2022 年度のボランティア派遣の種類とその概要を表 5-1～

5-3 に示します。 

 

 

表 5-1 2020 年度ボランティア派遣実績  
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表 5-2 2021 年度ボランティア派遣実績  

 

 

 

表 5-3 2022 年度ボランティア派遣実績  

 

※みなみそうま SLの人数は説明会と現地活動の両方に参加した学生数を示しました。 
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6．SL 参加学生の体験報告(抜粋) 

 

(1)社会福祉（高齢者・障がい者・子ども等）系活動 

中日青葉学園学生ボランティア： 子どもケア学科・子どもケア専攻   

中日青葉学園は、複合型児童福祉施設で、学校や家庭で生きづらさを抱えている子

どものための施設でした。活動が始まる前までは、心に傷を負っている子どものへの

対応についてとても悩み、どんな対応をして良いのか非常に不安でした。それぞれの

子にとって、触れてほしくない話題もあるだろうと、嫌な記憶を思い出させてしまう

と不安でした。しかし、実際に活動が始まると、養護実習の時と同じで、自分の言葉

に反応してくれたり、会話も何の困難もなくできました。私は、活動中 2人の小学生

の男の子の手伝いをしました。低学年の子の方が、細かな作業が出来なかったり、職

員の説明が理解できず、作業が遅かったりと、発達段階の違いを実感しました。最後

は、男の子の方から、「バイバイ」とハイタッチをしてくれて、とても温かい気持ち

になりました。 

スペシャルオリンピックスコーチクリニック開催のお知らせ： 子どもケア学科・児

童発達教育専攻 

たくさん卓球をすることができると思っていたが、会場には全く卓球をしたことが

ない人もいたため、私が既に知っている基本的な技術から学んだが、講師の方の指導

をみて幼い頃の私もこのように教わったのかと考えるとなつかしく感じられた。ま

た、この SL は知的障害を持つ方に卓球を教えるための講座だったため、飽きやすい

子供にはボールを使った遊びを取り入れて空き時間を有効活用させ、理解が追いつか

ない子供には他の台でプレーしている友達の姿を見せながら教えるといった指導技

術についても学んだ。これは教育現場においても活かすことができることだと考える

ため、学んで良かったと考えている。 

 

(2)環境保全（自然保護・清掃・美化等）系活動 

藤前干潟クリーン大作戦!!： 管理栄養学科 

 目標である"ボランティアの中で、自分の役割や仕事を見つけ、積極的に行動する

こと"を達成することができた。清掃場所の岩と岩の隙間にも目を向け、屈んでじっ

くりとごみを探したりと、ボランティア仲間と協力しながら、清掃活動を行うことが

できた。今回のボランティア活動を通して、普段から私は人に支えられて生きている

ことをより実感した。1人ではできない作業も周りの人達が助けてくれたおかげで成

し遂げることができた。実際に現場に向かってみて、藤前干潟の清掃場所は比較的綺

麗になったけれど、その周辺の道路や歩道ではゴミが沢山見つかった。対応策として、

清掃活動場所の広域化が必要だと感じた。 
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(3)文化交流（芸術・スポーツ・通訳等）系活動 

あいち国際女性映画祭： 管理栄養学科 

SL でのボランティア活動は初めてで、うまく活動ができるか不安でしたが、地域

の方々や、同じボランティア参加者の方々とコミュニケーションを取りながら楽しく

活動をすることができたので良かったと思います。受付では、来場客の人数をカウン

トする作業を行いました。午前の部も午後の部も、雨の中非常に多くの方々が来られ

ていたので、あいち国際女性映画祭は、地域の方々や幅広い世代の方々にとても愛さ

れているイベントなのだと感じました。会場案内の活動を行った際は、上映中に遅れ

て入って来られた来場客の方を席までご案内する作業が難しかったです。暗い会場の

中で、安全かつ他の来場客の方々のご迷惑にならないように、スムーズにご案内しな

ければならないので、なかなかうまくはできませんでした。これも 1つの良い経験に

なったと思います。 

 

(4)安全防災（安全対策・防災活動・災害等）系活動 

防災人材育成プログラム(赤十字救急法短期講習)： 子どもケア学科・子どもケア

専攻 

 何度か救急法については学んだり体験してきたけれど、細かく説明を受けてからや

ったり、何度も行うことはできなかったので、今回濃密に体験ができ、とてもいい経

験になりました。救急法を実際現場で行うとなると恐怖心が勝ってなかなかすぐに行

動に移せないかもしれません。でも、多くの人が救急法を知っていれば助ける人のサ

ポートが増えるので、積極的に参加し、多くの人に活動の必要さを広める一員になる

べきだと感じました。もしものことがあった時に、自分が救えたかもしれないと後悔

するのは嫌なので、できる限りのことができるよう今回の学びが活かせるといいなと

思います。 

防災人材育成プログラム(赤十字幼児安全法短期講習)： 子どもケア学科・子ども

ケア専攻 

小児・乳児への一次救命処置は初めてだったので、成人に行うときとの違いを学ぶ

ことを意識しながら講習を受けました。実際に小児・乳児の人形を用いて一次救命処

置を行ってみると成人、幼児、乳児では胸骨圧迫や人工呼吸の方法、電極パッドの貼

り方が異なることなど新たに多くの知識を得ることができました。日常生活では子ど

もの思いがけない事故やけがに今回学んだ以外の方法で対応しなければならないと

きがあると思います。配布された資料をもう一度読んで学んだことを復習したり、疑

問に感じたことを自主的に調べてみたりするなどして、応急手当に関する正しい知識

と技術を身につけ、いざというときに自信を持って適切な行動ができるようにしたい

と思います。 
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(5)健康支援（食育・献血・健康相談等）系活動 

秋のメニューのレンチンレシピ： 管理栄養学科 

今回のボランティアではレシピ作成から料理撮影まで長期間に渡るボランティア

でした。秋の食材を電子レンジでどのようにおいしく仕上げるか何度も試行錯誤し

て料理を完成させることができました。電子レンジだけでもおいしく仕上げること

ができるという新たな発見もありました。普段はフライパンを使うことが多いので

電子レンジだけでは難しいかなと思いましたが、やってみると思った以上においし

かったので驚きました。外大の方々とも協力し、料理の作り方を撮影しました。分

かりやすくできていたらうれしいです。完成した料理を外大の方や先生に食べてい

ただき、「おいしい」と言ってもらい達成感が高くなりました。今回のボランティ

アで学んだことをこれからのレシピ作成にも生かしていきたいと思います。 

 

(6)地域活動（まちづくり・地域イベント・観光案内等）系活動 

こども向けイベントスタッフ募集(日進絆子ども食堂)： 映像メディア学科 

 SL センターの募集情報を見た時点では、イベントの司会が楽しそうで、やってみ

ようという気持ちしかありませんでした。しかし、実際どういう目的のイベントなの

かを知って、自分も参加できることにとても嬉しく思いました。日進絆子ども食堂の

代表である山﨑さんとお話する機会があり、このイベントへの思いを聞くことができ

ました。山﨑さんは生活に困っている家庭の夏の思い出になってくれたら嬉しいとお

っしゃっていました。山﨑さんの熱い思いに感銘を受け、今回のイベントが成功する

ようにがんばりました。私は、日進に元からいるわけではないので、日進がどのよう

な場所かあまり知りませんでした。しかし、今回このイベントに参加したことで、困

っている人に手を差し伸べてくれる方々がたくさんいる、とても温かい地域なんだな

と思いました。軽い気持ちで参加を決めたイベントで多くのことを学ぶことができ

て、もっとボランティアと向き合っていきたいと思いました。 

日進絆子ども食堂： 管理栄養学科 

今回のボランティア活動では、大量調理を経験することができました。合計 30 合

のご飯を 2台の大きな炊飯器で炊く。4玉のレタスを手で小さくちぎる。大量の鶏肉

を使用し、1つ 1つ丁寧に手作業でからあげを作る。今まで経験したことない人数分

のお弁当を作りました。すべて手作業で行っていて驚きました。"おいしい"と言って

もらえるお弁当作りを地域のみなさんと一緒に行うことができて嬉しかったです。お

弁当の配置、容器、おかずの種類や量。子ども達に喜んでもらえるように工夫してい

て、本当に心のこもったお弁当だなと感じました。作業終了後、作ったからあげを試

食しました。とてもおいしかったです。スタッフのみなさんもからあげを食べて「お

いしかった！手伝ってくれてありがとう」と言ってくださいました。調理を通してス
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タッフの方々と仲良くなれたことで"食"は人を繋ぐことを感じました。また、参加し

たいと思います。 

 

 

7．防災人材育成プログラム 

2022 年度は防災人材育成プログラムを 6回開催しました。 

 

(1)本プロジェクトについて 

平成 26(2014)年 11 月 13 日に本学は日本赤十字社愛知県支部と連携協力に関する協

定書を締結、協定に基づき日本赤十字社が行う救急法・幼児安全法・健康生活支援講習

などの各種講習を SL センターが企画し協働し実施してきました。日進キャンパスで年

に 1 回開催される消防訓練では救急法のデモンストレーションを日本赤十字社愛知県

支部に協力要請してきました。 

 防災活動には災害時に活躍できる「防災人材」の要請が重要課題とされています。そ

こで、SL センターでは、2020 年度より日本赤十字社愛知県支部と共同して、防災人材

の育成を行う SLC プロジェクト「名古屋学芸大学 防災人材育成プログラム」を企画・

実施してまいりました。 

 

(2)概要 

 日本赤十字社愛知県支部の防災研修事業で実施されてきた研修プログラムを基に日

本赤十字社愛知県支部と名古屋学芸大学が共催企画として「防災人材育成プログラム」

を企画し、共催しました。 

  

(3)目的 

防災人材の育成 

 

(4)募集対象者・定員 

・本学の教職員及び学生 

・日進市に在住・在学・在勤の高校生以上の方 

・定員：各講座 20名 

 

(5)開催場所 

本学 6号館 621 栄養教育学・公衆栄養学実習室 

 

(6)開催計画と実施回数 

一講座 150 分で、前期 3回(5 月・7月・9月)、後期 3回(11 月・2月・3月)の全 6回

を計画・実施しました。(表 7-1) 
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表 7-1 2022 年度 防災人材育成プログラム内容(計画・実施) 

 
日 程 

会 場 

回・テーマ 

 

内容 
講座の概略 

5月 28 日(土) 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

 

1．災害の全体像を理解し、

災害時の諸状況を前もっ

て予測する 

(災害エスノグラフィー：

災害時の追体験) 

大規模災害の被災者の経

験を書き留めた読み物を

通して、受講者が災害を追

体験することで被災の具

体的なイメージをする。 

 

2020・2021年度実施 

① 赤十字の防災事業について 

② 赤十字防災セミナー 

「災害エスノグラフィー」：読み物による過

去の災害の追体験(災害エスノグラフィーを

読み心に残った箇所を、グループで話し合

う。(個人・グループワーク)) 

③ 救護資材等の展示(赤十字が県民からの

社資(寄付)により、日進市に配備している救

護資材等) 

7 月 9日(土) 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

 

2．大規模災害後の様子を

知る 

(東日本大震災の被災地の

様子と避難袋の中身を考

える) 

東日本大震災後の様子か

らより具体的に災害後を

イメージし、よりよい避難

を考えることが出来るよ

うにする。 

避難時に持ち出すものを

考える。 

① 赤十字防災事業について 

② 東日本大震災後の被災地の様子(石原) 

③ 避難袋作り(共同作業) 

④ 救護資材等の展示(赤十字が県民からの

社資(寄付)により、日進市に配備している救

護資材等) 

9 月 17 日(土) 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

 

3．防災意識を高める 

(DIG：地図を見ながら災

害をイメージする) 

DIG(Disaster 

Imagination Game) グル

ープで話し合いながら災

害時のイメージを地図上

に記載する。 

 

2020・2021年度実施 

① 赤十字防災事業について 

② 赤十字防災セミナー 

DIG：地域の防災マップの作成を通じて、防災

上の資源や危険箇所の把握・理解し、個人や

地域で予め行うべきことを検討する。(個人・

グループワーク)(名古屋学芸大学周辺・日進

市役所周辺を検討予定地とする) 

③ 救護資材等の展示(赤十字が県民からの

社資(寄付)により、日進市に配備している救

護資材等) 

11 月 26 日(土) 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

4．いのちをまもる・つなぐ

(救急法短期講習) 

傷病者の観察の仕方及び

一次救命処置（心肺蘇生

法、AED を用いた除細

動）・身近なものを使った

応急手当 

 

※心肺蘇生法は災害時の

みならず、日常において

も必要な知識技術です。 

2021 年度実施 

① 赤十字防災事業について 

② 赤十字講習会 救急法短期講習：傷病者

の観察 

の仕方及び一次救命処置（心肺蘇生法、AED

を用いた除細動）・身近なものを使った応

急手当 

③ 救護資材等の展示(赤十字が県民からの

社資(寄付)により、日進市に配備している救

護資材等) 

2 月 18 日(土) 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

5．子どものいのちをまも

る・つなぐ 

(幼児安全法短期講習) 

小児・乳児の心肺蘇生と

AED の使い方、身近なもの

を使った応急手当 

 

※心肺蘇生法は災害時の

みならず、日常において

も必要な知識技術です。 

① 赤十字防災事業について 

② 赤十字幼児安全法講習 ：小児・乳児の心

肺蘇生と AEDの使い方、身近なものを使った

応急手当 

③ 救護資材等の展示(赤十字が県民からの

社資(寄付)により、日進市に配備している救

護資材等) 

3 月 11 日(日) 

9：40～12：50 

名古屋学芸大学 

6．避難所における支援を

身に付ける 

(災害時高齢者支援講習短

期講習) 

災害時高齢者支援講習短

期講習：避難所における

高齢者支援 

 

※災害時だけではなく、高

齢者への接し方を学びま

す。 

① 赤十字防災事業について 

② 赤十字講習会 災害時高齢者支援講習

短期講習：避難所における高齢者支援 

③ 救護資材等の展示(赤十字が県民からの

社資(寄付)により、日進市に配備している救

護資材等) 

※救急法については、学内の受講希望が多く、教室の広さ・換気・消毒の徹底を選定に、日本赤十字社愛知

県支部と協議の上、26名での開催とした。  
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(7)参加者 

2022 年度は、コロナ禍であっても感染対策が進んだことにより、計画した 6 回を実

施することが出来ました。全回参加した学生 1名に皆勤賞を授与しました。各回の参加

者の属性と人数を表 7-2 に示します。 

 

表 7-2 2022 年度防災人材育成プログラム参加者の属性と参加者数(人) 

回 テーマ 学生 教職員 一般 計 
1 災害エスノグラフィー 2 0 5 7 

2 大規模災害後の様子を知る 1 0 14 15 
3 DIG 2 0 8 10 

4 救急法短期講習 12 0 14 26 
5 幼児安全法短期講習 7 0 12 19 

6 災害時高齢者支援講習短期講習 4 0 11 15 
 計 28 0 64 92 

（含 見学者） 

 

 

8．スキルアップ講座等 

 2020 年度は感染対策で遠隔授業が多く行われました。各ボランティア先において

も、感染対策を講じることが最優先となり、対面で行うボランティア活動は大きく減

少しました。その一方で、社会全体としてオンラインでの学習機会が増し、東日本大

震災から 10 年の節目を迎えようとしていたこともあり、スキルアップのための講座

や、震災から学ぶオンライン講座が開催されました。 

 本学では、対面ボランティアを実施できない期間にも学生のボランティア参加の機

会となるオンライン講座などを HPを通じ紹介できるようにしました。 

 2021 年度まで多くのオンライン講座を紹介してまいりましたが、感染対策が進む

につれ、対面と並行で行うなど変化が見られました。2022 年度はオンラインで開講す

る要請も少なくなり、その役目を終えました。 

 

9．復興支援活動 

(1)みなみそうま SL 

 みなみそうま SL 活動は、学べる被災地での地域コミュニティつくり活動につづく

復興支援活動として 2020 年度に実践するため、2019 年度 2月に現地視察を行いまし

た。その後新型コロナウイルス感染症拡大により、2020〜2021 年度は活動が叶いませ

んでしたが、2022 年度は現地での活動を行うことが出来ました。 
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表 9-1 みなみそうま SL活動概要 

2022 年度みなみそうま SL 

みなみそうま SL 概要 

食と環境を考えるプロジェクト 

みなみそうまの海から学ぶ～食と環境を考えるプロジェクト 

企画の目標： 

・食、育み、創造の三本柱を生かした連携の学修機会を得る 

・地域課題解決を通して、専門領域の学びを生かした人間教育を行う 

・ローカルエコノミー、シビックプライドなどコミュニティデザインの概念を実習

する 

・東北復興の最後の課題である原発事故の被害について学ぶ 

・南相馬の農／水産品について学び、食の生産現場を体験する 

・風評被害の根絶に向けた情報を発信する 

・消費の作法、楽しみの提案、世代間の連携など、食に関する新しい社会価値を創

造する 

・地域のありようを考える機会を住民に提供する 

 

新たに水産資源も課題に加えました 

学内では対面で、南相馬市役所とはZoomでつないで、対面とオンラインを併用して

交流しました。 

みなみそうま SL 活動報告 

〇説明会(Zoom・録画視聴) 

2022 年 7月 11 日(5 限) コーディネーター：塚原丘美先生 

 

〇参加者 19 名 

映像メディア学科 1名 

管理栄養学科 18名(2021 年度みなみそうま SL参加者 2名を含む) 

 

〇ミーティング日程／参加者 

・第 1回 2022 年 9月 12 日(月) ／ 学生・教員 

2021 年度みなみそうま SL報告会 

・第 2回 2022 年 9月 30 日(金) ／ 学生・教員 

昨年度の活動概要・活動先の説明、班分け(5 班)、今後やってみたい活動内容について

協議し、グループ報告・共有 

・第 3回 2022 年 10 月 14 日(金) ／ 学生・教員 

グループごと(5班編成)の企画案の発表・共有と実施可能な企画の再考 

・第 4回 2022 年 10 月 27 日(木) ／ 学生・教員 

グループ・個人の課題（個人のやってみたい・企画を練るにあたって知りたいこと、

南相馬市様への質問にまとめ）発表・共有 ／ 3 つのグループに班を再編成 
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・ 第 5回 2022 年 11 月 10 日(木) ／ 南相馬市役所イノベ政策課様・学生・教員 

3 回のミーティングを経た企画案の発表と共有、南相馬市役所担当者からのアド

バイス 

・ 第 6回 2022 年 11 月 25 日(金) ／ 学生・教員 

南相馬市様からのアドバイスを受けて実施可能な企画を練り、発表する 

実施に向けて、学生間で共有し、可能な方法をグループ内・教員へ質問・共有す

る 

・ 第 7回 2022 年 12 月 8日(木) ／ 学生・教員 

  企画内容のブラッシュアップ・スリム化による共同企画案の検討 

・ 第 8回 2022 年 12 月 23 日(金) ／ 南相馬市役所イノベ政策課様・学生・教員 

全体・グループ別企画案発表とアドバイスを受ける 

・ 第 9回 2023 年 1月 20 日(金) ／ 学生・教員 (学生集会) 

7 回のアドバイスを得て、企画内容変更。実施内容詳細検討 

・ 第 10回 2023 年 1月 27 日(金) ／ 学生・教員 

メニュー開発のための食品試作と試食と感想の共有／実施準備説明(しおり・交

通費・持ち物等) 

・ 第 11回 2023 年 1月 31 日(火) 

南相馬市産の食材を使っての試作・試食と感想の共有／実施準備説明(実施場所の

施設・設備と実施上の注意点の説明) 

・ 第 12回 2023 年 2月 16 日(木) ／ 学生・教員 

目的・計画の再確認、調理試作、参加者募集について、協議した。必要物品を整

理と当日の学生の動きを共有 

・ 第 13回 2023 年 2月 20 日(月) ／ 学生・教員 

現地参加者 学生 19名・教員 2名 イベント最終チェック、必要資材の梱包・送

付 

 

〇活動計画 

にっしんわいわいフェスティバル (2023 年 7月 1 日)で活動発表 

ぼうさいこくたい 2023KANAGAWA (2023 年 9月 17 日・18日)で活動発表 

名古屋外国語大学・名古屋学芸大学合同祭にパネル出展と物産展(2023年 10月 28日・

29日) 

 

 

(2)復興支援活動報告会 

 SL センターでは、東北支援活動に参加した学生の学内外での報告会をサポートして

います。2021 年みなみそうま SLに参加した学生が、内閣府、防災推進協議会、防災推

進国民会議が主催する「ぼうさいこくたい 2022 in 神戸」等に参加しました（P.32 表

9-2）。 
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表 9-2 報告会実績 

日時 内容 場所 対象 その他 

2022 年 

7 月 2日(土) 

  

 

にっしんわい

わいフェステ

ィバル 

パネル展示 

 

日進市市民会

館  

 

日進市民・一般 

  

 

みなみそうま

SL2021 参加学

生 

9月 12 日(月) みなみそうま

SL参加報告会 

パネル・PPを用

いて報告 

名古屋学芸大

学 124 教室 

 

 

みなみそうま

SL2022 参加者 

 

みなみそうま

SL2021 参加学

生 

10 月 22 日

(土)・23 日

(日) 

ぼうさいこく

たい 2022in 神

戸 

兵庫県神戸市 

HAT 神戸周辺 

ぼうさいこく

たい 2022 参加

者・一般 

みなみそうま

SL2021 参加学

生 

 

 

10．資料 

(１)活動写真 

①防災人材育成プログラム 

 

災害エスノグラフィー 

 

大規模災害後の様子を知る 

 

DIG 

 

赤十字救急法短期講習 
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赤十字幼児安全法短期講習 

 

災害時高齢者支援講習短期講習(赤十字) 

②ぼうさいこくたい 2022in 神戸 

   

  学生団体ブースでの本校学生による報告  内閣府星野副大臣の訪問 

③みなみそうま SL2022 

   

現地イベントの準備       開発したレシピの調理 

 

    

東日本大震災メモリアルパークや震災遺構の見学 
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(２)2022 年度みなみそうま SLパネル 
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 38 
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Ⅳ．資料 

１．名古屋学芸大学地域連携推進研究機構規程 

（趣旨） 

第１条 本規程は、名古屋学芸大学学則第 63条の２第２項の規定に基づき、名古屋学芸大

学地域連携推進研究機構（以下「機構」という。）の組織及び運営等に関し、必要な事項

を定めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 機構は、名古屋学芸大学（以下「本学」という。）の、学長のリーダーシップの下、

本学における地域連携（産官学連携を含めた連携をいう。以下同じ。）の推進に係る基本

方針等を検討し、施策を推進することを目的とする。 

 

（業務） 

第３条 本機構は、前条に掲げる目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。 

 一 地域連携推進に係る方針の策定に関すること 

 二 地域連携研究の実施、社会実装の推進及びその支援に関すること 

 三 サービスラーニングセンターの運営に関すること 

 四 地域連携、地域貢献活動及び関連する教育・研究成果の広報に関すること 

 五 公開講座の実施・運営に関すること 

六 その他全学的な地域連携推進に関すること 

 

（教職員） 

第 4条 機構に、次の教職員を置く。 

 一 機構長 

 二 副機構長 

 三 ボランティアコーディネーター 

 四 その他必要な教職員 

２ 機構に副機構長を置くことができる。 

 

（機構長） 

第 5条 機構長は、本学の専任の教授のうちから選考する。 

２ 機構長は、機構の業務を掌理する。 

３ 機構長の任期は２年とし、再任を妨げない。 

４ 機構長に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（機構長の選考） 

第 6条 機構長の選考は、「名古屋学芸大学部館科長選考規程」に基づき行う。 
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（副機構長） 

第 7条 副機構長を置く場合は、機構長が本学の専任の教職員のうちから選任する。 

２ 副機構長は、機構長を補佐し、機構の業務を行う。 

３ 副機構長の任意は２年とし、再任を妨げない。なお、年度途中で副機構長に選任された

場合の任期は、機構長の任期の末日とする。 

 

（運営委員会） 

第 8条 機構に運営委員会を置く。 

 

（審議事項） 

第 9条 運営委員会は、第３条の業務に関わる重要事項を審議する。 

 

（組織） 

第 10 条 運営委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

 一 機構長 

 二 副学長（教育・研究） 

 三 副機構長 

 四 ボランティアコーディネーター 

 五 各研究科から選出された教員 

 六 各学部及び教養教育機構から選出された教員 

 七 健康・栄養研究所長 

 八 子どもケアセンター長 

 九 産官学協同研究センター長 

 十 事務局長 

 十一 事務局部長 

 十二 その他学長が必要と認めた者 

２ 前項第四号から第九号の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。なお、委員に欠員

が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（会議及び議事） 

第 11 条 運営委員会は、機構長が招集し、その議長となる。ただし、機構長に事故あると

きは、機構長があらかじめ指名した者がその職務を代行する。 

２ 会議は、委員の３分の２以上の出席をもって成立し、議事は、出席者の過半数によって

決する。 

 

（委員以外の者の出席） 

第 12 条 運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、意

見を聞くことができる。 
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（部会） 

第 13 条 運営委員会の下に部会を置くことができる。 

２ 部会の構成及び運営は、機構長が運営委員会に諮って決定する。 

 

（事務） 

第 14 条 機構の事務は、機構においてこれを担当する。 

 

（雑則） 

第 15 条 この規程に定めるもののほか、機構の組織及び運営等に関し必要な事項は、運営

委員会及び評議会の議を経て学長が定める。 

 

 

   附 則 

１ この規程は、2018 年 10月３日から施行する。 

附 則 

１ この規程は、2019 年９月４日から施行する。 

   附 則 

１ この規程は、2021 年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この改正は、2022 年５月 11 日から施行し、2022 年４月１日に遡及し適用する。 

２ 本規程の施行に伴い、「名古屋学芸大学サービスラーニングセンター規程」及び「名古

屋学芸大学サービスラーニングセンター運営委員会規程」を廃止する。 

 



2． 協定 ・連携一覧
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3．2022 年度地域連携推進研究機構運営委員会委員名簿 

 

    職  名 氏   名 備 考 

機構長 岸 本   満 1 号委員 

副学長（教育・研究） 山 本 一 良 2 号委員 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 石 原 貴 代 4号委員 

栄養科学研究科 安 達 内美子 5号委員 

メディア造形研究科 尹   成 濟   〃 

子どもケア研究科 渡 辺   桜   〃 

管理栄養学部 （安 達 内美子） 6号委員 

   〃 井 澤 一 郎   〃 

メディア造形学部 （尹   成 濟）   〃 

   〃 山 本 努 武   〃 

   〃 錦 見 淳 子   〃 

ヒューマンケア学部 酒 井 多香子   〃 

看護学部 神 谷 智 子   〃 

教養教育機構 （山 本 一 良）   〃 

健康・栄養研究所長 下 方 浩 史 7号委員 

子どもケアセンター長 （渡 辺   桜） 8号委員 

産官学協同研究センター長 冨 安 由紀子 9号委員 

事務局長 鈴 木   英 10 号委員 

事務局部長 松 浦 清 彦 11 号委員 

地域連携推進研究機構 課長 水 野 美恵子 12 号委員 

産官学協同研究センター 皆 川 優 介 （オブザーバー） 
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4．2022 年度食育教材開発 WG メンバー名簿 

 

     職  名             氏   名         

機構長・管理栄養学部教授      岸 本   満       

管理栄養学部教授          安 達 内美子       

管理栄養学部准教授         髙 田 尚 美 

メディア造形学部准教授       井 垣 理 史 

ヒューマンケア学部教授       大 島 光 代 

ヒューマンケア学部教授       エノー・モローネ・ミッシェル 

ヒューマンケア学部准教授      林   麗 子 
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5．2022 年度㈱芋銀との産学連携プロジェクト WG メンバー名簿 

  

     職  名             氏   名 

機構長・管理栄養学部教授      岸 本   満 

管理栄養学部教授          安 達 内美子 

管理栄養学部講師          松 下 英 二 

メディア造形学部教授        冨 安 由紀子 

ヒューマンケア学部教授       渡 辺   桜 

ヒューマンケア学部准教授      井 澤 昌 子 

ヒューマンケア学部准教授      加 藤   望 

看護学部講師            神 谷 智 子 

産官学協同研究センター専門職員   皆 川 優 介 
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